




























Ⅰ目的

近年の生殖免疫学の進歩により,「免疫反応」は必ずしも「拒絶反応」ばかりでなく,「生

着反応」も包括されているとの概念が提唱され,その上で多くの妊娠維持に必要な免疫学

的因子が徐々に解明されてきている。同時に,従来の諸検査ではその多くが原因不明であ

った反復流産の中に,母児間の免疫学的誘因によると考えられる反復流産の存在が,急速に

クローズアップされてきた。

現在,反復流産の免疫学的メカニズムの解明と臨床応用としての夫リンパ球などによる免

疫療法の開発が,多施設にて世界的に進められている。本邦においても,現在までに反復流

産患者に対する免疫療法の開発とその有効性および安全性に関する検討が,比較的多数の

症例により施行されており,本治療法の有効性と安全性を認める結果が得られている。

しかし,免疫療法の真のメカニズムが完全に解明されていない現在,本治療法の有効性につ

いて厳重な解析が必要であり,更に安全性については,各方面での安全性の確認が必要であ

り,特に出生児に対しては長期 follow による厳密な観察により,その安全性の確認が重要

である。そこで反復流産に対する真に有効的な免疫療法の確立,並びに,その確かな安全性

について厳密な検討を行うことを目的とした。


